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令和６年度 第３回八幡地域協議会会議録（概要版） 

 

日 時  令和７年１月２８日（火）午後６時３０分～午後８時００分 

場 所  八幡タウンセンター 第３・第４会議室 

出席者   

(委員)  １３名 

１号委員  土井 礼子  池田 洋   小松 茂  佐々木慶則 

      佐藤 良平  後藤 正一  阿部 彩人 池田 修 

      加藤 隆子  御舩 浩弥  小野 良文 

     ２号委員  池田 満好  信夫 効次  

欠席者  １名 

１号委員  池田 義則   

(事務局) 八幡総合支所長 池田 裕子  支所長補佐 加藤 裕昭、齋藤 理博 

(傍聴者) ０名 

 

議事日程  １ 開 会 

      ２ 会議録署名委員の指名 

３ 会長あいさつ 

４ 協議 

市長報告会の提言案件について 

      ５ その他 

６  閉 会 

 

【協議の概略及びその結果】 

今回は、令和６年度の市長報告会の提言案件について協議を行った。協議の中で委員か

ら出された意見を取りまとめ、集約した案件を市長に報告することにした。 

 

１ 開  会  

○信夫副会長開会  

 

２ 会議録署名委員指名  

○副会長 委員名簿の順番に指名しているので、７番の後藤正一委員にお願いをする。 

 

３ 会長あいさつ  

○池田会長あいさつ  

 

４ 協 議  

〇議長 「市長報告会の提言案件について」 
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協議の前に、復旧、復興に向けての現状と課題について第２回八幡地域協議会で協議さ

れた委員の意見を取りまとめた内容を事務局から説明。 

   ＜ 事務局 説明 ＞ 

 ・委員の意見について、①インフラの機能強化、②産業の再生、③防災対策の強化の３つ

に分類して説明。 

○議長 前回の地域協議会で皆さんからいただいたご意見より、様々な問題があると考えて

いる。市長への報告会では一つの協議会当たり２０分の時間が割り当てられている。時間

の限り皆さんからいただいたご意見を説明したいと考えている。 

  皆さんの方で追加したいことなどあれば伺いたいと思う。前回の協議会で欠席された方

でご意見いただいていない方いらっしゃれば伺う。 

〇阿部委員 前回の地域協議会に出席できなかったが、自分の意見を後日事務局に伝えた（①

重機オペレーター不足を補うための支援②多くの農地を受託している農業者を考慮し、公

共債での自己負担について上限額を設ける）。 

〇後藤委員 大工さんが忙しく、家屋復旧が遅れているようだ。また、転出世帯も出ている。 

〇小松委員 防災ラジオについて、八幡地区に限っての放送ができないことは理解している

が、酒田市全地区対象の放送で八幡地区限定対象の情報を発信することはできないのだろ

うか。 

〇土井委員 ラインでの周知もあるが、高齢者だけの世帯だとスマホない方もいるのでやは

り防災ラジオの役割は大きいと考える。 

〇池田洋委員 地域ミーティングにて多くの意見が出されたが、解決に至っていないもの、

見過ごされているものについては、当地域協議会から市長報告会への提言に挙げた方がよ

いと考える。 

〇池田修委員 荒瀬川、日向川といった河川については復旧の目途が見えている状態である

が、今、全然見えないのが沢の問題である。誰が管轄して、災害に向けてどのような対策

をとっていくかが全然見えない。大きい沢もあるし小さい沢もある。大きい沢だけでも早

期にその点の対応をしてもらいたい。 

 農地につながる林道について復旧を急いでもらいたい。 

 相談窓口の一本化についてぜひ検討してもらいたい。山中を通るので林道かと思えば県

道だったりとすることからも災害時の窓口は一つにしてもらいたい。 

 保育園について、現在入園の保護者の了解のもと新年度前に再開の予定だが、河川の被

災対応が完全でないままの再開はもちろん、今の場所のままでよいのかについても疑問を

感じる。１億ほどかけて改修しているが、再度同じことになれば同じ改修が必要になる。 

〇佐々木委員 堤防嵩上げと川の浚渫は必須である。 

○副会長 災害発生初日の状況について、所々局所的な情報は入ってきたが八幡全体がどの

ような被災状況かは全く分からなかった。情報の発信がもう少し必要であったと考える。

避難所開設しているようであれば、そこに行けば最新の共通した情報を得ることができる

システムの構築に期待したい。 

〇議長 八幡、特に大沢では大きな被害があったが、市内での観光イベント実施の有無の判
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断など配慮をお願いしたかった。 

○副会長 日向川と荒瀬川の合流点付近について、今回の被災に限らず、以前から災害発生

しやすい箇所である。川の合流点については、被害がひどくなると、今回の松山地区の竹

田のような大きな被害につながる。何か対策はできないだろうか。 

〇議長 今回は日向川での増水が荒瀬川ほどでなかったが、日向川も増水していたら、塚渕、

大久保などの合流点付近の被害はさらに大きかったであろう。 

 八幡は二つの川に挟まれている地区である。これからも警戒はしていかないといけない。 

○議長 他にご意見ございませんか。なければこれらをまとめて市長報告会にて報告させて

もらってよろしいか（会場より「はい」の声）。 

 

５ その他  

    ＜ 意見なし ＞ 

 

６ 閉 会   

○信夫副会長閉会  

 


